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 読売新聞 第 48回医療功労賞を受賞して 

福井県難病支援センター 小林 義文 

まずもって、表記受賞にあたり、ご推薦を頂きました福井県理学療法士会四谷会長、および書類作成

等に奔走してくださった小澤副会長に深謝致します。この賞は、私一人のものではなく、これまで難病

療養に深くかかわってきた福井県理学療法士会の皆様、協働する地域の医師、看護師、ケアマネ、相談

支援専門員、ヘルパー等、チーム福井のものであると認識しています。 

思い起こせば 1984 年、青年海外協力隊で派遣されたマレーシアが、初めて難病患者との出会いでし

た。車いすにのった彼女は 40 代で、そのときすでに構音障害、嚥下障害が進行し全身に筋繊維束性攣

縮が発現、コミュニケーションは文字盤か英文タイプライターでした。一方私といえば、リハビリを依

頼されたものの、経験がなく、進行していく障害像が理解できずオロオロするばかりでした。マレー語

も英語も不自由で現地生活に適応できずにいた私は、いつも同じ場所にすわっている彼女が唯一の相談

相手でした。教員だった彼女は問う度に適切な返答を文字盤で返してくれ、逆に私が癒されていました。

そのうち通所回数が減り、入院したことを知り、あえなく亡くなってしまいました。赴任して初めてお

葬式に出ました。同じ教員をしていた夫と年頃の娘さんの泣き顔が今も瞼に浮かびます。 

何か宿題をやり残した気分で 1986年に帰国、県立病院に就職しました。1988年、神経内科宮地医師

の勧めで日本 ALS協会福井支部立ち上げ（1990年設立）と患者会運動に関わり始めました。勤務が終

わった夜、土日になると妻子を伴い県内の難病患者宅を訪問、療養支援を行う日々が続きました。中で

もコミュニケーション機器は需要があり、年代を追って 8ビットのMSX、やがて 16ビットの PC98に

なり、MacやWindowsになると、“伝の心”を開発した日立の小澤氏や都立神経病院の本間先生はじめ、

多くの方々に教えを請い、伝達講習会を開催、多くの関係者が参加してくれました。 

すこし前になりますが、久しぶりにボルネオ島にある元職場を訪問しました。35年を経て就労支援や

統合保育、移送サービス等も手掛けて驚くほど大きくなっていました。今回は、リクエストのあった電

動車いすと小児用車いすを寄贈しましたが、今回の受賞のこともあり、現

地職員と先の難病患者の話が話題に上りました。これまでの 40 年、小児

療育、国際協力、神経難病、急性期、呼吸・循環器、そしてがん領域での

理学療法を経験し定年退職、今は一回りして難病患者の相談事業と、不足

するヘルパー人材支援を目的に日本語教育をしています。まだ患者さんか

ら頂いた宿題をやり終えている気はしませんが、若い会員の皆様と分かち

あえることを祈念して受賞の言葉とさせていただきます。ありがとうござ

いました。 
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シンカイ脳梗塞リハビリセンター達成人 
私たちが働いているシンカイ脳梗塞リハビリセンター達成人は、旧勝山街道沿いの丸山に

あり、同じグループ法人として小規模多機能型居宅介護施設である「いろどり」、「訪問看

護ステーションシンカイ福井」があります。全事業所に理学療法士や作業療法士が在中し

ており、リハビリに力を入れた事業所を目指しております。 

グループとして長年にわたり、保険内の事業を

運営していく中で、保険内サービスの限界、ま

た患者様・利用者様のニーズが保険内のサービ

スで対応できなくなってきている現状を実感致

しました。 

そこで保険外である、自費のリハビリ施設とし

て、シンカイ脳梗塞リハビリセンター達成人を

開設致しました。 

達成人は、「目指す。続ける。叶える。病気ではなく人と向き合い、夢と希望を共有し、チ

ームで叶える事を目指します、幸せのために」を理念とし、回復期や維持期、生活期とい

った慢性期におけるリハビリにおいて、ADLの維持や社会参加を方針とした従来のリハビ

リとは異なり、社会復帰・QOL向上、機能改善を方針としたリハビリを目指しております。 

それらを実現させる為に、鍼灸治療、リハビリ、IT機器を用いた評価、そしてアプリを用

いて毎日の自宅リハビリを支援、これらの独自のリハビリメソッドにより、最短で最大の

改善を図る事を目指しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループでは保険内である訪問看護ステーションによるリハビリもあります。相談に来ら

れた方、達成人を卒業された方が保険内サービスへの移行、もしくは併用などのサポート

も行っております。保険内、保険外どちらが良いというわけではなく、患者様・利用者様

の目標、ニーズに合わせてサービスが提供できるようなグループを目指し、達成人はリハ

ビリの新たな受け皿として、これからも日々励んでいきます。 
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令和元年度 第 2回丹南ブロック事例検討会に参加して 

ほっとリハビリシステムズ 筒井 洸琳 

 

令和 2 年 2 月 20 日にほっとリハビリシステムズにて第 2 回丹南ブロック事例検討会が開催されまし

た。今回の事例検討会では病院、老健施設、訪問リハビリなどのいろいろな場面で活躍している理学療

法士が参加し、多方向から活発に意見がかわされました。 

今回、症例提供者として初めて参加しました。発表テーマは痛みでしたので、自分の知らない視点等

を色々教えてもらえればと思っていました。発表してみますと、痛みについて会話に出さないように工

夫することや、足りていない評価等すぐにご利用者様に実践できるアドバイスを頂けました。 

丹南ブロックの事例検討会は、座学で発表を聞く事例検討会と違い、大きな模造紙や付箋紙などを使

用してそれぞれの意見を出し合い、グループでまとめて発表することで発表者にもフィードバックされ

やすくなっていると思います。丹南ブロックは日頃から顔のみえる地域を目指しており、気軽に地域全

体で繋がろうと活動しています。ぜひ興味がある方はほかの地区の方でも気軽にお声をかけていただけ

ればと思います。 
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学会発表を通して学んだこと 

泉ヶ丘病院  深見 大和 

 

 今回、二州・若狭合同ブロックミニ学会での発表が、理学療法士としての初めての発表となりました。  

 人前で発表をするということは、単に報告を行うだけで終わりということではありません。それに対

する様々な視点からの検討や幅広い知識が求められます。自分の中で「点」として存在している知識を

「線」としてつなげていくという作業をする中で、準備段階においても、多くの知識や新たな発見が得

られました。 

 私は発表する際、「何を伝えたいのか？」「内容のポイントは？」といった要点をまとめて伝えると

いうことがとても苦手です。練習を行いましたが、実際の発表のときには緊張して全然うまく伝えるこ

とができませんでした。この点に関しては、今後もアウトプットを続けて慣れていくことが私の今後の

課題となりました。 

 学会は、他施設のセラピストの発表を聞くことにより、スライドの流れ、強調するための見せ方を会

得する絶好の機会であったと思います。次にまたこのような機会があれば、今回学び培った知識・経験

を元に前回よりも聴講者に対して、自分の考えを伝えられることができればと考えています。 

 最後に、今回このような機会を設けて頂き感謝しております。学会等でお世話になった方々に、この

場をお借りして深い感謝と共に厚く御礼を申し上げます。 

 

 

二州・若狭合同ミニブロック学会の感想文  

杉田玄白記念公立小浜病院 井上 大暉 

 

 今回初めて二州・若狭の合同ミニブロック学会にて、症例発表を経験させていただきました。私自身

院外での症例発表は初めての経験でありましたが発表に対して会場からたくさんの質問、ご指導ご指摘

をいただくことで普段は経験できないことを勉強することができました。症例発表の準備期間から発表

当日まで試行錯誤を繰り返すことで自分の伝えたい内容を会場へ伝えることができたのではないかと思

いました。質問に対する対応などはまだまだ不十分な部分も多かったので今後院外で発表する際は質問

対応に関する準備もしっかり行っていきたいです。また他の先生方の演題を聞いて参考になる部分もた

くさんあったので今後も院外での学会発表には積極的に参加して自分の知識や発表で相手に伝える能力

などを身に付けていきたいと思いました。 
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第 36回東海北陸理学療法学術大会 演題募集のお知らせ 

 

会   期： 2020年 11月 7日（土）・8日（日） 

会   場： 名古屋国際会議場 

〒456-0036 名古屋市熱田区熱田西町 1-1 

テ ー マ： 「臨床や地域の現場にこそ本当がみえる―技術と科学のクオリアを求めて―」 

主   催： 公益社団法人 日本理学療法士協会・東海北陸ブロック理学療法士協議会 

大 会 長： 石田 和人（豊橋創造大学） 

準備委員長： 冨田 秀仁（豊橋創造大学） 

大会事務局： 豊橋創造大学 保健医療学部 理学療法学科 

〒440-8511 豊橋市牛川町松下 20-1 

運営事務局： 株式会社ティーケーピー イベント・コンベンション事業室ヘルスケア事業内 

〒162-0844 東京都新宿区市谷八幡町 8番地 TKP市ヶ谷ビル 2F 

 

演題募集要項（詳細は大会ホームページでご案内する演題募集要項をご参照ください。） 

募集期間： 2020年 4月 1日（水）～5月 31日（日）正午 時間厳守 

応募資格： 筆頭演者は、公益社団法人日本理学療法士協会の会員で、かつ東海北陸ブロック理学療法士

協議会（愛知県・静岡県・石川県・岐阜県・福井県・三重県・富山県）に所属する各県士会

の会員に限ります。 

応募方法： オンライン登録のみとなります。 

1. 第 36回東海北陸理学療法学術大会ホームページの演題募集要項にアクセスし、案内に従

って登録を進めてください。事前にワード等で文章を作成しておき、コピー＆ペースト

で入力するとスムーズに行えます。 

2. 登録の際に入力された Eメールアドレス宛てに登録完了通知が自動送信されます。 

メールアドレスの入力ミスにご注意ください。 

発表形式： 口述発表のうちセレクション発表は発表 10分・質疑 5分、一般発表は発表 7分・質疑 3分

となります。ポスター発表は 60分間のフリーディスカッション制となります。 

抄録原稿： 口述・ポスター発表ともにタイトル（演題名、副演題名合わせて）80 文字以内、本文は全

角換算（半角英数は 2文字を 1文字に換算）にて 1200文字以内でご記入下さい。 

 

＜演題募集に関する問い合わせ先＞ 

 第 36回東海北陸理学療法学術大会  

運営事務局 E-mail：event-medical@tkp.jp 

 

 

 

mailto:event-medical@tkp.jp


公益社団法人 福井県理学療法士会ニュース       No.195 

2020年 4月 15日 

  

福井県理学療法士会 ニュース編集部 

 
6 

 

  

 

事務局からのお知らせ 4 月  

◆ 会員の動向（令和 2 年 3 月末現在）◆ 

会員数：910名（勤務先会員 893名、自宅会員 36名）、施設数：175施設 

新入会員：60名 、休会者数：111名 、退会者数：30名 

✾士会活動は皆様の会費によって運営されております✾ 

◆ 休会申請について ◆ 

 （１）休会期間は 1 年度単位となります。  

  ただし、申請時期によって休会期間が以下の通り異なります。休会後に研修会の参

加や賠償責任保険の加入をお考えの方は、ご注意ください。  

①現在、在会の方が、 4 月 1 日～ 12 月 31 日の期間に休会申請される場合  

 ⇒休会期間は、休会申請を行った日から当年度 3 月 31 日までとなります。  

例）平成 28 年 10 月 1 日に休会申請した場合  

    休会期間：平成 28 年 10 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日  

   

＜新プロ・生涯学習ポイント＞  

   ■ 休会申請日以前に参加した研修会ポイント  

→有効（マイページに履修が反映されます）  

■ 休会申請日～ 3 月 31 日の間に参加した研修会ポイント  

→無効（非会員と同様の扱いのためポイントは付与されません）  

②現在、在会の方が、 1 月 1 日～ 3 月 31 日の期間に休会申請される場合  

   ⇒休会期間は、翌年度 3 月 31 日までとなります。  

   ※開始日は、申請を行った日・翌年度（ 4 月 1 日）からのいずれかとなります。  

   例）平成 29 年 1 月 1 日より休会の場合  

休会期間：平成 29 年 1 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日  

     平成 29 年 4 月 1 日より休会の場合  

休会期間：平成 29 年 4 月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日  

（※平成 29 年 3 月 31 日までは在会）  

   

 ＜新プロ・生涯学習ポイント＞  

   ■ 休会開始日が「申請を行った日」の場合 ⇒①と同様  

   ■ 休会開始日が「翌年度（ 4 月 1 日）」の場合  

   ・ 3 月 31 日までに参加した研修会ポイント：有効（マイページに履修が反映）  

   ・ 4 月 1 日以降に参加した研修会のポイント：  

無効（非会員と同様の扱いのためポイントは付与されません）  
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 (2)  休会中は年会費が免除されます。ただし、それに伴って会員としての権利（以

下参照）を全面停止いたします。  

   ■ 各種研修会・学会等への会員価格での参加  

→会員対象の研修会へは参加できません  

■ 各種学会への無料での演題登録  

■ 理学療法士賠償責任保険への加入（全員加入・任意加入）  

■ 学術論文誌「理学療法学」ならびに会報誌「 JPTA NEWS」の発送  

■ 選挙権、被選挙権  

■ 福利厚生サービス「クラブオフ」の利用 など  

 

(3) 休会期間満了時（ 3 月 31 日）までに復会・休会継続・退会いずれかの手続きが

必要となります。  

マイページにログイン後、左側メニューより【会員管理】＞【休会申請】・【復会

申請】・【退会申請】いずれかを選択して申請して下さい。  

※なお、休会継続申請受付期間は【 1 月 1 日～ 3 月 31 日】までとなり、  

休会継続期間は翌年度 1 年間となります。  

※期間外は受付出来かねますので、ご了承ください。  

※満了時までに手続きがない場合、規定により退会となります。再度、入会を希  

望する場合は、入会手続きが必要となります。新人教育プログラム単位・生涯  

学習ポイントはリセットされるため、再履修となります。  

 

(4) 休会中に改姓・連絡先の自宅住所が変更になった場合は、マイページにログイ

ン後、左側メニューより【会員管理】＞【異動申請】を選択して申請してくだ

さい。  

 

 

◆ 会員の皆様へ ◆ 

 会員の皆様、平素より当会の運営にご協力とご理解を頂き厚く御礼申し上げます。 

外は春らしい陽気で、気温も上がり木々は芽吹いておりますが、県内だけではなく国内、世界を見回

しても毎日コロナウイルスの悲惨なニュースしか目にしません。 

 医療従事者である理学療法士の会員の皆様におかれましては日頃より大変な思いをされて患者さまと

接しているかと思います。 

 まだしばらくこの状況は続くと考えられます。健康にはくれぐれもお気を付けください。 

 

 

 

 

 

 

 

福井県理学療法士会 

      事務局 

笈田・横井 

TEL：0776-29-7003 
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賛助会員 

有限会社 奥義肢製作所 

福井県福井市二の宮 2 丁目 

 

 

【編集後記】 

毎日気が詰まるような嫌なニュースが続きます。 

でもいつかこの時期を振り返って「あぁこんな時期もあったなぁ」と思えるような

時がなるべく早くくることを切に願います。 


